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審決 

 

不服２０２０－１５１４７ 

 

（省略） 

請求人 昭和電工マテリアルズ株式会社 

 

（省略） 

代理人弁理士 長谷川 芳樹 

 

（省略） 

代理人弁理士 清水 義憲 

 

（省略） 

代理人弁理士 平野 裕之 

 

（省略） 

代理人弁理士 古下 智也 

 

（省略） 

代理人弁理士 阿部 寛 

 

（省略） 

代理人弁理士 吉住 和之 

 

 

 特願２０１８－５５３６１７「感光性エレメント、レジストパターンの形成

方法、及び、プリント配線板の製造方法」拒絶査定不服審判事件〔平成３０年 

６月７日国際公開、ＷＯ２０１８／１００７３０〕について、次のとおり審決

する。 

 

結論 

 本件審判の請求は、成り立たない。 

 

理由 

第１ 手続等の経緯 

 特願２０１８－５５３６１７号（以下「本件出願」という。）は，２０１６

年（平成２８年）１２月２日を国際出願日とする出願であって，その手続等の

経緯の概要は，以下のとおりである。 

令和元年１０月２３日付け ：拒絶理由通知書 

令和２年 １月２０日付け  ：意見書 

令和２年 １月２０日付け  ：手続補正書 

令和２年 ４月２１日付け  ：拒絶理由通知書 
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令和２年 ６月２３日付け  ：意見書 

令和２年 ９月 ７日付け  ：拒絶査定（以下「原査定」という。） 

令和２年１０月３０日付け ：審判請求書 

令和２年１０月３０日付け ：手続補正書 

令和３年 ４月１９日付け  ：上申書 

 

第２ 補正の却下の決定 

［補正の却下の決定の結論］ 

 令和２年１０月３０日にした手続補正（以下「本件補正」という。）を却下

する。 

 

［理由］ 

 １ 本件補正について 

 (1) 本件補正前の特許請求の範囲 

 本件補正前の（令和２年１月２０日にした手続補正後の）特許請求の範囲の

請求項１の記載は，次のとおりである。 

「支持フィルムと，当該支持フィルム上に配置された感光層と，を備える感光

性エレメントであって， 

 前記感光層が，バインダーポリマーと，エチレン性不飽和結合を有する光重

合性化合物と，光重合開始剤と，を含有し， 

 前記支持フィルムの前記感光層側の表面における最大径２μｍ以上の欠陥の

数が２ｍｍ２あたり３０個以下である，感光性エレメント。」 

 

(2) 本件補正後の特許請求の範囲 

 本件補正後の特許請求の範囲の請求項１の記載は，次のとおりである。なお，

下線は補正箇所を示す。 

「支持フィルムと，当該支持フィルム上に配置された感光層と，を備える感光

性エレメントであって， 

 前記感光層が，バインダーポリマーと，エチレン性不飽和結合を有する光重

合性化合物と，光重合開始剤と，を含有し， 

 前記支持フィルムの前記感光層側の表面における最大径２μｍ以上の欠陥の

数が２ｍｍ２あたり３０個以下である，感光性エレメント（支持フィルムと，

該支持フィルム上に形成された感光性樹脂組成物からなる感光層と，を備える

感光性エレメントであって，前記支持フィルムのヘーズが０．０１〜１．５％

であり，前記感光層が，（Ａ）カルボキシル基含有バインダーポリマーと，

（Ｂ）分子内に重合可能なエチレン性不飽和結合を有する光重合性化合物と，

（Ｃ）光重合開始剤と，（Ｄ）密着性付与剤と，を含有し，且つ，前記（Ｃ）

光重合開始剤として２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体を含有し，

前記（Ｄ）密着性付与剤として（ａ）脂肪族カルボン酸化合物，及び／又は，

分子内にカルボキシル基を２つ以上有するカルボン酸化合物を含有する，感光

性エレメントを除く）。」 
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(3) 本件補正の内容 

 本件補正は，本件補正前の請求項１に係る発明の範囲から，前記下線を付し

た態様のものを除く補正である。また，本件補正前の請求項１に係る発明と本

件補正後の請求項１に係る発明は，産業上の利用分野及び解決しようとする課

題が同一である（本件出願の明細書の【０００１】及び【０００８】）。 

 したがって，本件補正は，特許法１７条の２第３項の規定に適合するととも

に，同条５項２号に掲げる事項（特許請求の範囲の減縮）を目的とするもので

ある。 

 そこで，本件補正後の請求項１に係る発明（以下「本件補正後発明」とい

う。）が，同条６項において準用する同法１２６条７項の規定に適合するか

（特許出願の際独立して特許を受けることができるものであるか）について，

以下，検討する。 

 

２ 独立特許要件についての判断 

(1) 引用文献２の記載 

 原査定の拒絶の理由において引用された引用文献２（特開２００９－１８６

７８０号公報）は，本件出願の出願前に日本国内又は外国において頒布された

刊行物であるところ，そこには，以下の記載がある。なお，下線は当合議体が

付したものであり，引用発明の認定や判断等に活用した箇所を示す。 

 ア 「【特許請求の範囲】 

【請求項１】 

 支持フィルムと，該支持フィルム上に形成された感光性樹脂組成物からなる

感光層と，を備える感光性エレメントであって， 

 前記支持フィルムのヘーズが０．０１〜１．５％であり， 

 前記感光層が，（Ａ）カルボキシル基含有バインダーポリマーと，（Ｂ）分

子内に重合可能なエチレン性不飽和結合を有する光重合性化合物と，（Ｃ）光

重合開始剤と，（Ｄ）密着性付与剤と，を含有し，且つ，前記（Ｃ）光重合開

始剤として２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体を含有し，前記（Ｄ）

密着性付与剤として（ａ）脂肪族カルボン酸化合物，及び／又は，分子内にカ

ルボキシル基を２つ以上有するカルボン酸化合物を含有する，感光性エレメン

ト。 

…省略… 

【請求項３】 

 前記感光層の膜厚が３〜３０μｍである，請求項１又は２に記載の感光性エ

レメント。」 

 

 イ 「【技術分野】 

【０００１】 

 本発明は，感光性エレメント，これを用いたレジストパターンの形成方法及

びプリント配線板の製造方法に関する。 

【背景技術】 

【０００２】 
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 従来，プリント配線板の製造分野及び金属の精密加工分野において，エッチ

ング，めっき等に用いられるレジスト材料としては，感光性樹脂組成物からな

る層（以下，「感光層」という），支持フィルム及び保護フィルムで構成され

る感光性エレメントが広く用いられている。 

…省略… 

【０００６】 

 通常，感光性エレメントを用いてレジストを形成する際には，感光層を基板

上にラミネートした後，支持フィルムを剥離することなく露光を行う。…省略

…支持フィルム上に感光性樹脂組成物を均一な厚さで歩留り良く塗布するため

には，支持フィルムにある程度の厚さ（一般に１０μｍ〜３０μｍ）が要求され

る。また，支持フィルムの生産性を向上させるために，すなわち支持フィルム

の巻き取り性等を向上させる目的で，一般的に支持フィルムには，無機又は有

機微粒子を含有させている。そのため，従来の支持フィルムは，ヘーズ値が増

大し，支持フィルムが含有する微粒子により，露光時に光散乱が起こり，感光

性フィルムの高解像度化の要求に応えられない傾向にある。 

…省略… 

【０００９】 

 一方，近年の高密度化するプリント配線板の製造方法における有用な工法と

しては，セミアディティブ工法がある。本工法でレジストに要求される特性と

しては，密着性，解像度，現像後のレジスト形状，柔軟性及びめっき後のはく

離性が挙げられる。このセミアディティブ工法は高濃度の薬品溶液中で長時間

電流を流す工程を有するため，細線部におけるレジストの密着性が低下し，め

っきもぐりが発生するという問題があった。 

【００１０】 

 そこで，密着性を向上させる手段として，感光層に密着性付与剤を添加する

方法が提案されている。 

…省略… 

【発明が解決しようとする課題】 

【００１２】 

…省略… 

【００１３】 

 さらに，本発明者らが検討した結果，特許文献９又は１０に記載の手段にお

いては，解像度や側面ギザ等のレジスト形状は改善されるものの，感光層の膜

厚を薄膜化するに従い，また感光性樹脂組成物の解像度等の特性が向上するに

従い，現像後のレジストの側面に１μｍ程度の穴（以下，「サイドウォールピ

ット」という）が生じることが判明した。特にセミアディティブ工法の場合，

現像後のレジスト形状がそのままめっきライン形状に転写されるため，サイド

ウォールピットはめっきラインの側面に突起物を発生させる原因となり，プリ

ント配線板の製造歩留りを低下させる問題がある。 

…省略… 

【００１８】 

 本発明は，上記事情に鑑みてなされたものであり，優れた密着性及び解像度
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を有し，且つ，サイドウォールピットの発生を最小限に抑え，側面ギザのない

レジストパターンが形成可能な感光性エレメント，これを用いたレジストパタ

ーンの形成方法及びプリント配線板の製造方法を提供することを目的とする。」 

 

 ウ 「【課題を解決するための手段】 

【００１９】 

 上記目的を達成するために，本発明は，支持フィルムと，該支持フィルム上

に形成された感光性樹脂組成物からなる感光層と，を備える感光性エレメント

であって，上記支持フィルムのヘーズが０．０１〜１．５％であり，上記感光

層が，（Ａ）カルボキシル基含有バインダーポリマーと，（Ｂ）分子内に重合

可能なエチレン性不飽和結合を有する光重合性化合物と，（Ｃ）光重合開始剤

と，（Ｄ）密着性付与剤と，を含有し，且つ，上記（Ｃ）光重合開始剤として

２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体を含有し，上記（Ｄ）密着性付

与剤として（ａ）脂肪族カルボン酸化合物，及び／又は，分子内にカルボキシ

ル基を２つ以上有するカルボン酸化合物を含有する，感光性エレメントを提供

する。 

【００２０】 

 本発明者らは，（Ｄ）密着性付与剤として上記（ａ）脂肪族カルボン酸化合

物，及び／又は，分子内にカルボキシル基を２つ以上有するカルボン酸化合物

を感光層に含有させることにより，高解像のレジストパターンで問題となるサ

イドウォールピットの発生が低減されることを発見した。また，支持フィルム

のヘーズを０．０１〜１．５％と十分に低減したことに加え，感光層が（Ｃ）

光重合開始剤として２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体を含有し，

且つ（Ｄ）密着性付与剤として上記（ａ）脂肪族カルボン酸化合物，及び／又

は，分子内にカルボキシル基を２つ以上有するカルボン酸化合物を含有するこ

とで，レジストの側面ギザを改善するだけでなく，密着性及び解像度を共に高

水準で達成できることを見出し，本発明を完成するに至った。 

【００２１】 

 また，本発明の感光性エレメントにおいて，上記感光層は，上記（Ｄ）密着

性付与剤として（ｂ）トリアゾール類，テトラゾール類及びイミダゾール類か

らなる群より選択される１種又は２種以上のヘテロ環化合物をさらに含有する

ことが好ましい。これにより，より高い密着性を有するレジストパターンが形

成可能となる。 

【００２２】 

 また，本発明の感光性エレメントにおいて，上記感光性樹脂組成物からなる

上記感光層の膜厚は，３〜３０μｍであることが好ましい。膜厚をこの範囲に

することで，現像後により高解像なレジストパターンが形成可能となる。 

…省略… 

【発明の効果】 

【００２８】 

 本発明によれば，優れた密着性及び解像度を有し，且つ，サイドウォールピ

ットの発生を最小限に抑え，側面ギザのないレジストパターンが形成可能な感
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光性エレメントを提供することができる。すなわち，かかる感光性エレメント

によれば，その後のめっき処理等の工程においてめっきもぐり等が発生せず，

高精細で且つ表面に突起物等を有さない良好なめっきライン形状を得ることが

でき，プリント配線板の製造歩留を向上することが可能となる。また，本発明

は，上記本発明の感光性エレメントを用いたレジストパターンの形成方法及び

プリント配線板の製造方法を提供することができる。」 

 

 エ 「【発明を実施するための最良の形態】 

【００２９】 

…省略… 

【００３０】 

 図１は，本発明の感光性エレメントの好適な一実施形態を示す模式断面図で

ある。図１に示した感光性エレメント１は，支持フィルム１０と，感光層２０

とで構成される。感光層２０は支持フィルム１０の第１の主面１２上に設けら

れている。また，支持フィルム１０は，第１の主面１２とは反対側に第２の主

面１４を有している。 

【００３１】 

 （支持フィルム） 

 本発明の支持フィルム１０のヘーズは，０．０１〜１．５％であり，０．０

１〜１．３％であることがより好ましく，０．０１〜１．０％であることがさ

らに好ましく，０．０１〜０．８％であることが特に好ましく，０．０１〜０．

６％であることが極めて好ましい。このヘーズが０．０１％未満では製造容易

性が劣る傾向があり，１．５％を超えると感度及び解像度が悪化し，レジスト

の側面ギザが発生する傾向がある。なお，本発明におけるヘーズは，ＪＩＳ 

Ｋ７１０５に準拠して測定したものである。ここで，「ヘーズ」とは曇り度を

意味し，ＪＩＳ Ｋ７１０５に規定される方法に準拠して市販の曇り度計（濁

度計）を用いて測定された値をいう。例えば，ＮＤＨ－１００１ＤＰ（日本電

色工業（株）製，商品名）等の市販の濁度計などでヘーズの測定が可能である。 

【００３２】 

 支持フィルム１０としては，感光層２０を支持することができれば特に制限

されないが，例えば，ポリエチレンテレフタレート，ポリプロピレン，ポリエ

チレン及びポリエステル等の樹脂材料を含むフィルムが挙げられ，これらの樹

脂材料を２種以上含むフィルムを用いることもできる。樹脂材料としては，中

でもポリエチレンテレフタレートが好ましい。 

【００３３】 

 支持フィルム１０の厚みは特に制限されないが，５〜４０μｍであることが

好ましく，８〜３５μｍであることがより好ましく，１０〜３０μｍであること

がさらに好ましく，１２〜２５μｍであることが特に好ましい。厚さが５μｍ未

満であると，感光性エレメント１から支持フィルム１０を剥離する際に，支持

フィルム１０が破れやすくなる傾向がある。また，厚さが４０μｍを超えると，

解像度が低下する傾向があると共に，廉価性に劣る傾向がある。 

【００３４】 
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 また，支持フィルム１０は，その製造方法については特に制限はなく，単層

であっても多層であってもよい。例えば，２層からなる２層支持フィルムを用

いる場合，二軸配向ポリエステルフィルムの一方の面に，微粒子を含有する樹

脂層を積層してなる２層フィルムを支持フィルムとして使用し，上記微粒子を

含有する樹脂層を形成した面とは反対側の面に感光層を形成することが好まし

い。また，支持フィルムとして，３層からなる多層支持フィルム（例えば，Ａ

層／Ｂ層／Ａ層）を用いることもできる。多層支持フィルムの構成は特に制限

されないが，最外層（上記３層からなるものの場合はＡ層）はいずれも微粒子

を含有する樹脂層であることが，フィルムの滑り性等の見地から好ましい。 

…省略… 

【００３６】 

 上記微粒子の平均粒子径は，微粒子を含有する樹脂層の層厚の０．１〜１０

倍であることが好ましく，０．２〜５倍であることがより好ましい。平均粒子

径が０．１倍未満では滑り性が劣る傾向があり，１０倍を超えると感光層に特

に凹凸が生じ易い傾向がある。 

…省略… 

【００３９】 

 解像度の見地からは，上記微粒子を含有する樹脂層の層厚は０．０１〜５μ

ｍであることが好ましく，０．０５〜３μｍであることがより好ましく，０．

１〜２μｍであることがさらに好ましい。そして，最外層の中間層に対向しな

い面は，１．２以下の静摩擦係数を有することが好ましい。静摩擦係数が１．

２を超えると，フィルム製造時及び感光性エレメント製造時にしわが入りやす

く，また，静電気を生じ易くなるためごみが付着しやすくなる傾向がある。 

…省略… 

【００４０】 

，本発明の支持フィルム１０は，支持フィルム１０中に含まれる直径５μｍ以

上の粒子及び凝集物（以下，単に「粒子等」という）が５個／ｍｍ２以下のも

のであることが好ましく，３個／ｍｍ２以下であることがより好ましく，１個

／ｍｍ２以下であることがさらに好ましい。この粒子等の数が５個／ｍｍ２を超

えると，露光及び現像後のレジストパターンの一部欠損（レジスト欠け）が生

じ易くなる。そして，このような感光性エレメントをプリント配線板に使用す

ると，エッチング時のオープン不良発生や，めっき時のショート不良発生の一

因になる可能性があり，プリント配線板の製造歩留りが低下する傾向がある。 

【００４１】 

 本発明者らは，上記特許文献９及び１０には，平均粒径が０．０１〜５μｍ

程度の無機又は有機微粒子を含有させた二層支持フィルムが明記されているも

のの，実際には，支持フィルム中に含まれる直径５μｍ以上２０μｍ未満の粒子

が多数（本発明者らの調査によれば，２０個／ｍｍ２以上）存在することを突

き止めた。そして，高密度化が要求されているプリント配線板分野においてそ

のような支持フィルムを用いた場合には，露光時に照射した活性光線の光散乱

が起こり，活性光線が感光層まで到達し難くなるため，現像後にレジストパタ

ーンの一部欠損（レジスト欠け）が製造歩留り低下に影響を及ぼす可能性があ
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る。 

…省略… 

【００４３】 

 なお，支持フィルム１０中に含まれる直径５μｍ以上の粒子等を５個／ｍｍ２

以下とするために，上述した樹脂層が含有する微粒子の粒径は５μｍ未満であ

ることが好ましい。そして，露光時の光散乱をより一層低減するために，微粒

子の粒径に合わせて微粒子を含有する樹脂層の層厚を適宜調整することが好ま

しい。 

【００４４】 

 支持フィルム１０は，市販の一般工業用フィルムの中から，感光性エレメン

ト１の支持フィルムとして使用可能なものを入手し，適宜加工して用いてもよ

い。支持フィルム１０として使用可能な市販の一般工業用フィルムとしては，

例えば，ポリエチレンテレフタレートフィルムである「ＱＳ－４８」（東レ

（株）製，商品名），「ＨＴＦ－０１」（帝人デュポンフィルム（株）製，商

品名），「Ａ－１５１７」，「Ａ２１００－１６」（以上，東洋紡績（株）製，

商品名）及び「Ｒ－３４０Ｇ」（三菱化学ポリエステルフィルム（株）製，商

品名）が挙げられる。中でも，支持フィルム中に含まれる直径５μｍ以上の粒

子等を５個／ｍｍ２以下とする観点からは，「ＱＳ－４８」（東レ（株）製，

商品名）が好ましい。 

…省略… 

【００４６】 

（感光層） 

 感光層２０は感光性樹脂組成物からなる層である。感光層２０を構成する感

光性樹脂組成物は，（Ａ）カルボキシル基含有バインダーポリマー（以下，場

合により「（Ａ）成分」という），（Ｂ）分子内に重合可能なエチレン性不飽

和結合を有する光重合性化合物（以下，場合により「（Ｂ）成分」という），

（Ｃ）光重合開始剤（以下，場合により「（Ｃ）成分」という），及び，（Ｄ）

密着性付与剤（以下，場合により「（Ｄ）成分」という）を含有し，且つ，

（Ｃ）光重合開始剤として２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体を含

有し，（Ｄ）密着性付与剤として（ａ）肪族カルボン酸化合物，及び／又は，

分子内にカルボキシル基を２つ以上有するカルボン酸化合物（以下，場合によ

り「（ａ）成分」という）を含有する。 

【００４７】 

 また，感光層２０を構成する感光性樹脂組成物は，上記（Ｄ）密着性付与剤

として（ｂ）トリアゾール類，テトラゾール類及びイミダゾール類からなる群

より選択される１種又は２種以上のヘテロ環化合物（以下，場合により「（ｂ）

成分」という）をさらに含有することが好ましい。 

…省略… 

【００５６】 

 （Ｂ）成分である分子内に重合可能なエチレン性不飽和結合を有する光重合

性化合物としては，例えば，多価アルコールに α，β－不飽和カルボン酸を反応

させて得られる化合物，ビスフェノールＡ系（メタ）アクリレート化合物，グ
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リシジル基含有化合物に α，β－不飽和カルボン酸を反応させて得られる化合物，

ウレタン結合を有する（メタ）アクリレート化合物等のウレタンモノマー，γ

－クロロ－β－ヒドロキシプロピル－β’－（メタ）アクリロイルオキシエチル－

ｏ－フタレート，β－ヒドロキシエチル－β’－（メタ）アクリロイルオキシエチ

ル－ｏ－フタレート，β－ヒドロキシプロピル－β’－（メタ）アクリロイルオキ

シエチル－ｏ－フタレート，（メタ）アクリル酸アルキルエステル等が挙げら

れる。 

…省略… 

【００９７】 

 （Ｃ）光重合開始剤は，必須成分として２，４，５－トリアリールイミダゾ

ール二量体を含む。２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体としては，

例えば，２－（ｏ－クロロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール二量

体…省略…等が挙げられる。これらの中でも，密着性及び感度をより向上させ

る観点から，２－（ｏ－クロロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール

二量体が好ましい。 

…省略… 

【００９９】 

 なお，本発明における（Ｃ）成分の総量に対する２，４，５－トリアリール

イミダゾール二量体の含有割合は，７０〜１００質量％であることが好ましく，

８５〜１００質量％であることがより好ましく，９０〜１００質量％であるこ

とがさらに好ましく，９３〜１００質量％であることが特に好ましい。２，４，

５－トリアリールイミダゾール二量体をこの割合で含有することにより，本発

明の感光性エレメントはより優れた密着性及び感度を有するものとなる。 

【０１００】 

 また，（Ｃ）成分である光重合開始剤としては，上記２，４，５－トリアリ

ールイミダゾール二量体の他に，その他の光重合開始剤を用いてもよい。その

他の光重合開始剤としては，例えば，芳香族ケトン類，ｐ－アミノフェニルケ

トン類，キノン類，ベンゾインエーテル化合物，ベンゾイン化合物，ベンジル

誘導体，アクリジン誘導体，クマリン系化合物，オキシムエステル類，Ｎ－ア

リール－α－アミノ酸化合物，脂肪族多官能チオール化合物，アシルホスフィ

ンオキサイド類，チオキサントン類，３級アミン化合物類等が挙げられ，これ

ら化合物を組み合わせて使用してもよい。 

…省略… 

【０１１６】 

 本発明の（Ｃ）光重合開始剤としては，２，４，５－トリアリールイミダゾ

ール二量体の他に，上記芳香族ケトン類を含有することが好ましく，中でもＮ，

Ｎ’－テトラエチル－４，４’－ジアミノベンゾフェノン（ミヒラーケトン）を

含有することが好ましい。 

【０１１７】 

 （Ｄ）密着性付与剤は，必須成分として（ａ）脂肪族カルボン酸化合物，及

び／又は，分子内にカルボキシル基を２つ以上有するカルボン酸化合物を含む。 

…省略… 
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【０１２１】 

 （Ｄ）成分としては，（ｂ）トリアゾール類，テトラゾール類及びイミダゾ

ール類からなる群から選択される１種または２種以上のヘテロ環化合物をさら

に含有することが好ましい。 

…省略… 

【０１２８】 

 （Ｃ）成分である光重合開始剤の含有量は，（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の総

量１００質量部に対して，０．１〜２０質量部であることが好ましく，０．１

５〜１０質量部であることがより好ましく，０．２〜５質量部であることが特

に好ましい。この含有量が０．１質量部未満では光感度が不十分となる傾向が

あり，２０質量部を超えると，露光の際に感光性樹脂組成物の表面での光吸収

が増大して内部の光硬化が不十分となる傾向がある。 

【０１２９】 

 （Ｄ）成分である密着性付与剤の（ａ）成分の含有量は，（Ａ）成分及び

（Ｂ）成分の総量１００質量部に対して，０．０００５〜１質量部であること

が好ましく，０．００１〜０．７質量部であることがより好ましく，０．０１

〜０．５質量部であることがさらに好ましく，０．０５〜０．３質量部である

ことが特に好ましい。（ａ）成分の含有量がこの範囲であると，金属表面とレ

ジストとの密着性及び剥離性をバランスよく向上できる。 

…省略… 

【０１３５】 

 本発明の感光性エレメント１における感光層２０は，上述の感光性樹脂組成

物を支持フィルム１０上に塗布し，溶剤を除去することにより形成することが

できる。 

…省略… 

【０１３６】 

 このようにして形成される感光層２０の厚さは，乾燥後の厚さで３〜３０μ

ｍであることが好ましく，５〜２５μｍであることがより好ましく，７〜２５μ

ｍであることがさらに好ましく，１０〜２０μｍであることが特に好ましい。

この厚さが３μｍ未満であると，回路形成用基板に感光層を積層する際に不具

合が発生しやすくなる，又はテンティング性が劣り，現像及びエッチング工程

中でレジストが破損し，オープン不良の一因になる可能性があり，プリント配

線板の製造歩留りが低下する傾向がある。一方，厚さが３０μｍを超えると，

感光層２０の解像度が悪化する，又はエッチング液の液まわりが悪化するため，

サイドエッチングの影響が大きくなり，高密度なプリント配線板の製造が困難

になる傾向がある。 

…省略… 

【０１５２】 

（半導体パッケージ基板の製造方法） 

 本発明の感光性エレメント１は，リジット基板と，そのリジット基板上に形

成された絶縁膜とを備えるパッケージ基板に用いることもできる。 

…省略… 
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【０１５３】 

 このソルダーレジストは，基板にはんだ付けを施した後の配線の保護膜を兼

ね，引張強度や伸び率等の物理特性及び耐熱衝撃性に優れているので，半導体

パッケージ用の永久マスクとして有効である。」 

 

オ 「【実施例】 

【０１５６】 

…省略… 

【０１５７】 

 ［実施例１〜１８及び比較例１〜５］ 

 （感光性樹脂組成物の溶液の作製） 

 下記表１に示す各成分を配合して，感光性樹脂組成物の基本溶液を調製した。 

【０１５８】 

【表１】 

 
【０１５９】 

 上記基本溶液に，（Ｄ）成分である密着性付与剤を下記表２〜５に示すよう

に必要に応じ添加し，感光性樹脂組成物の溶液を得た。 

【０１６０】 

 （感光性エレメントの作製） 

 感光性エレメントの支持フィルムとして，表２〜５に示すポリエチレンテレ

フタレート（以下，「ＰＥＴ」と表記する）フィルムを用意した。各ＰＥＴフ

ィルムのヘーズ及び５μｍ以上の粒子等の個数を測定した結果を表２〜５に示

す。 
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…省略… 

【０１６３】 

 また，表２〜５中，ＨＴＲ－０２＊１は，微粒子を含有する層を表裏に有する

３層構造の二軸配向ポリエチレンテレフタレートフィルム（帝人デュポン（株）

製，商品名）であり，ＱＳ－４８＊２は，微粒子を含有する層を表裏に有する３

層構造の二軸配向ポリエチレンテレフタレートフィルム（東レ（株）製，商品

名）であり，１－［Ｎ，Ｎ－ビス－（２－エチルヘキシル）］アミノメチルベ

ンゾトリアゾール－５－カルボン酸＊３は，千代田化学（株）製のものである。 

…省略… 

【０１７１】 

【表２】 
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【０１７２】 

【表３】 
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【０１７３】 

【表４】 
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【０１７４】 

【表５】 
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【０１７５】 

 表２〜５に示した結果から明らかなように，本発明の一実施形態である実施
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例１〜１８は，サイドウォールピットの発生数が少なく，密着性及び解像度が

共に１０μｍ以下を達成している。また，レジストパターンの側面ギザ性も良

好である。これに対し，比較例１〜５は，上記特性のうちいずれかが劣る結果

となった。」 

 

 カ 図１ 

「 

 
」 

 

 (2) 引用発明 

 引用文献２の【００１９】〜【００２２】には，次の「感光性エレメント」

の発明が記載されている（以下「引用発明」という。）。 

「支持フィルムと，支持フィルム上に形成された感光性樹脂組成物からなる感

光層と，を備える感光性エレメントであって， 

 支持フィルムのヘーズが０．０１〜１．５％であり， 

 感光層が，（Ａ）カルボキシル基含有バインダーポリマーと，（Ｂ）分子内

に重合可能なエチレン性不飽和結合を有する光重合性化合物と，（Ｃ）光重合

開始剤と，（Ｄ）密着性付与剤と，を含有し，（Ｃ）光重合開始剤として２，

４，５－トリアリールイミダゾール二量体を含有し，（Ｄ）密着性付与剤とし

て（ａ）脂肪族カルボン酸化合物，及び／又は，分子内にカルボキシル基を２

つ以上有するカルボン酸化合物を含有し， 

 感光層の膜厚は，３〜３０μｍである， 

 感光性エレメント。」 

 

 (3) 対比 

 本件補正後発明と引用発明を対比すると，以下のとおりとなる。 

ア 感光性エレメント 

 引用発明の「感光性エレメント」は，「支持フィルムと，支持フィルム上に

形成された感光性樹脂組成物からなる感光層と，を備える」ものである。 

 上記構成及び用語の意味からみて，引用発明の「支持フィルム」，「感光層」

及び「感光性エレメント」は，それぞれ，本件補正後発明の「支持フィルム」，

「感光層」及び「感光性エレメント」に相当する。また，引用発明の「感光性

エレメント」は，本件補正後発明の「感光性エレメント」における，「支持フ

ィルムと，当該支持フィルム上に配置された感光層と，を備える」という要件
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を満たす。 

 

 イ 感光層の組成 

 引用発明の「感光層」は，「（Ａ）カルボキシル基含有バインダーポリマー

と，（Ｂ）分子内に重合可能なエチレン性不飽和結合を有する光重合性化合物

と，（Ｃ）光重合開始剤と，（Ｄ）密着性付与剤と，を含有し」ている。 

 上記構成及び用語の意味からみて，引用発明の「カルボキシル基含有バイン

ダーポリマー」，「光重合性化合物」及び「光重合開始剤」は，それぞれ，本

件補正後発明の「バインダーポリマー」，「光重合性化合物」及び「光重合開

始剤」に相当する。また，引用発明の「感光層」は，本件補正後発明の「感光

層」における，「バインダーポリマーと，エチレン性不飽和結合を有する光重

合性化合物と，光重合開始剤と，を含有し」という要件を満たす。 

 

 (4) 一致点及び相違点 

 ア 一致点 

 本件補正後発明と引用発明は，次の構成で一致する。 

「支持フィルムと，当該支持フィルム上に配置された感光層と，を備える感光

性エレメントであって， 

 前記感光層が，バインダーポリマーと，エチレン性不飽和結合を有する光重

合性化合物と，光重合開始剤と，を含有する， 

 感光性エレメント。」 

 

イ 相違点 

 本件補正後発明と引用発明は，以下の点で相違する。 

（相違点１） 

 本件補正後発明の「感光性エレメント」は，「前記支持フィルムの前記感光

層側の表面における最大径２μｍ以上の欠陥の数が２ｍｍ２あたり３０個以下

である」という要件を満たすものであるのに対して，引用発明は，これが判ら

ない点。 

 

（相違点２） 

 本件補正後発明の「感光性エレメント」は，その範囲から，「支持フィルム

と，該支持フィルム上に形成された感光性樹脂組成物からなる感光層と，を備

える感光性エレメントであって，前記支持フィルムのヘーズが０．０１〜１．

５％であり，前記感光層が，（Ａ）カルボキシル基含有バインダーポリマーと，

（Ｂ）分子内に重合可能なエチレン性不飽和結合を有する光重合性化合物と，

（Ｃ）光重合開始剤と，（Ｄ）密着性付与剤と，を含有し，且つ，前記（Ｃ）

光重合開始剤として２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体を含有し，

前記（Ｄ）密着性付与剤として（ａ）脂肪族カルボン酸化合物，及び／又は，

分子内にカルボキシル基を２つ以上有するカルボン酸化合物を含有する，感光

性エレメント」が除かれているのに対して，引用発明は，この除かれたものの

範囲に含まれる点（以下，除かれたものを，「除かれた感光性エレメント」と
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いう場合がある。）。 

 

 (5) 判断 

 ア 相違点１について 

 引用発明の「支持フィルム」に関して，引用文献２の【００４４】には，

「支持フィルム１０は，市販の一般工業用フィルムの中から，感光性エレメン

ト１の支持フィルムとして使用可能なものを入手し，適宜加工して用いてもよ

い。」及び「中でも，支持フィルム中に含まれる直径５μｍ以上の粒子等を５

個／ｍｍ２以下とする観点からは，「ＱＳ－４８」（東レ（株）製，商品名）

が好ましい。」と記載されている。 

 そうしてみると，引用発明の「感光性エレメント」を具体化する当業者にお

ける，「支持フィルム」の第一選択肢は，「ＱＳ－４８」ということになる。 

 ただし，上記記載からみて，「ＱＳ－４８」は，引用発明が発明された当時

の当業者が，引用発明の「支持フィルム」を「市販の一般工業用フィルム」の

中から選択する際の第一選択肢にすぎない。そして，上記【００４４】には，

「ＱＳ－４８」が好ましい理由が，「支持フィルム中に含まれる直径５μｍ以

上の粒子等を５個／ｍｍ２以下とする観点」であると記載されている。また，

引用文献２の【００３６】及び【００３９】には，それぞれ「上記微粒子の平

均粒子径は，微粒子を含有する樹脂層の層厚の０．１〜１０倍であることが好

ましく，０．２〜５倍であることがより好ましい。平均粒子径が０．１倍未満

では滑り性が劣る傾向があり，１０倍を超えると感光層に特に凹凸が生じ易い

傾向がある。」及び「解像度の見地からは，上記微粒子を含有する樹脂層の層

厚は０．０１〜５μｍであることが好ましく，０．０５〜３μｍであることがよ

り好ましく，０．１〜２μｍであることがさらに好ましい。」という知見が記

載されている。 

 そうしてみると，本件出願前の当業者（引用発明が発明された当時より良い

製品を選択できる者）や，「支持フィルム」を自ら作製する当業者ならば，引

用文献２に開示された上記の知見に基づいて，より良い「支持フィルム」を入

手したり，作製するといえる。そして，引用文献２の【００３６】及び【００

３９】の記載からは，［Ａ］微粒子の平均粒子径が，微粒子を含有する樹脂層

の層厚の０．１倍未満では滑り性が劣る傾向があること，［Ｂ］微粒子の平均

粒子径が，微粒子を含有する樹脂層の層厚の１０倍を超えると感光層に特に凹

凸が生じ易い傾向があること，［Ｃ］微粒子を含有する樹脂層の層厚は０．１

〜２μｍであることがさらに好ましいこと，を理解することができる。加えて，

引用文献２の【００４１】の下線部の記載に接した当業者は，上記感光層の凹

凸が，径が小さい粒子よりも径が大きな粒子によってもたらされる傾向がある

ことにも気付くといえる。 

 そうしてみると，フィルムの滑り性と感光層の凹凸の問題を考慮した当業者

が，引用発明の「支持フィルム」として，例えば，１μｍに鋭い粒子径分布の

ピークを有する微粒子を含有するものを採用し，その結果，相違点１に係る本

件補正後発明の要件を満たす「感光性エレメント」に到ることは，引用文献２

に記載された示唆に基づいた通常の創意工夫にとどまるものである。 
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 イ 相違点２について 

 本件補正後発明において除かれた感光性エレメントは，引用文献２の特許請

求の範囲の請求項１に記載されたものであるから，引用文献２に記載された発

明の範囲内で創意工夫する当業者ならば，除かれた感光性エレメントの範囲内

でのみ相違工夫を試みると考えられる。 

 しかしながら，引用発明の「ヘーズ」の構成に関して，引用文献２の【００

３１】には，「ヘーズが０．０１％未満では製造容易性が劣る傾向があり，１．

５％を超えると感度及び解像度が悪化し，レジストの側面ギザが発生する傾向

がある。」と，その数値範囲の技術的意義が記載されている。また，感度，解

像度及びレジストの側面ギザ（以下「感度等」という。）が，支持フィルムに

含まれる微粒子の粒子径にも依存することは，技術的にみて明らかである。そ

うしてみると，例えば，前記アで述べた程度にまで微粒子の粒子径を小さくし，

ヘーズが１．５％を超える場合において，感度等が許容範囲内に収まるかを確

認すること（例：フィルムの滑り性と感光層の凹凸の問題の両立を図るため，

微粒子の径を小さくしつつも分量を多くし，引用発明のヘーズを１．６％程度

に変更すること）は，当業者が試みる範囲内の事項と考えられる。 

 また，引用文献２の【０００６】には，「支持フィルム上に感光性樹脂組成

物を均一な厚さで歩留り良く塗布するためには，支持フィルムにある程度の厚

さ（一般に１０μｍ〜３０μｍ）が要求される。また，支持フィルムの生産性を

向上させるために，すなわち支持フィルムの巻き取り性等を向上させる目的で，

一般的に支持フィルムには，無機又は有機微粒子を含有させている。そのため，

従来の支持フィルムは，ヘーズ値が増大し，支持フィルムが含有する微粒子に

より，露光時に光散乱が起こり，感光性フィルムの高解像度化の要求に応えら

れない傾向にある。」と記載されている。当該記載から，当業者は，支持フィ

ルムの厚さが，微粒子と同様にヘーズに影響を与えることを理解する（当合議

体注：技術常識ともいえる。）。そうしてみると，例えば，フィルムの滑り性

よりも，感光性樹脂組成物の塗布性に関心を寄せる当業者が，これらの問題と

感光層の凹凸の問題の両立を図るため，微粒子の粒子径を小さくしつつ,支持フ

ィルムの厚さをその分大きくして，ヘーズを１．６％程度に収めた上で，感度

等が依然として許容範囲内に収まるかを確認してみることもまた，当業者が試

みる範囲内の事項といえる。 

 あるいは，引用発明の「光重合開始剤」の構成に関して，引用文献２の【０

０９９】には，「２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体をこの割合で

含有することにより，本発明の感光性エレメントはより優れた密着性及び感度

を有するものとなる。」と記載されている。また，除かれた感光性エレメント

ないし引用発明は，「（Ｄ）密着性付与剤として（ａ）脂肪族カルボン酸化合

物，及び／又は，分子内にカルボキシル基を２つ以上有するカルボン酸化合物」

を別途，含有する。そうしてみると，例えば，【０１７４】【表５】の比較例

４のように「２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体」を他の「光重合

開始剤」に替えつつ，代わりに「密着性付与剤」の分量を増やしたり，引用文

献２の【００２１】の下線部等の知見をも参考にして，密着性がどのように変
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わるか，その傾向を確認することは，当業者が試みる範囲内の事項と考えられ

る（引用文献２には，このような実験結果は記載されておらず，改善を試みる

余地がある。）。 

 さらに，引用発明の「密着性付与剤」の構成に関して，引用文献２の【００

２０】には，「本発明者らは，（Ｄ）密着性付与剤として上記（ａ）脂肪族カ

ルボン酸化合物，及び／又は，分子内にカルボキシル基を２つ以上有するカル

ボン酸化合物を感光層に含有させることにより，高解像のレジストパターンで

問題となるサイドウォールピットの発生が低減されることを発見した。」と記

載されている。また，引用文献２の【００１３】の下線を付した記載からみて，

サイドウォールピットは，引用発明の「感光性エレメント」を「セミアディテ

ィブ工法」の用途に用いる場合に特に問題になるものと理解される。そして，

「（Ｄ）成分である密着性付与剤の（ａ）成分の含有量は，（Ａ）成分及び

（Ｂ）成分の総量１００質量部に対して，０．０００５」「質量部」（【０１

２９】）であっても構わないのであるから，これを除いてみることは，「セミ

アディティブ工法」を念頭に置かない当業者が試みる範囲内の事項と考えられ

る。 

 

 以上勘案すると，引用発明を，除かれた感光エレメントの要件を満たさない

ものとすることは，本件出願前の当業者が試みる範囲内のものである。 

 

 (6) 発明の効果について 

 本件補正後発明の効果に関して，本件出願の明細書の【００１７】には，

「本発明によれば，レジストの欠損の発生を抑制することが可能な感光性エレ

メントを提供することができる。」及び「本発明によれば，高解像度露光機を

使用した場合であっても，レジストの欠損の発生を抑制することが可能であり，

良好なレジスト形成性が得られる。」と記載されている。 

 しかしながら，このような効果は，引用発明も奏する効果である。 

 

(7) 請求人の主張について 

 請求人は，審判請求書（４）（ＩＩ）（Ｂ）において，「引用文献２では，

感光性エレメントが「支持フィルムと，該支持フィルム上に形成された感光性

樹脂組成物からなる感光層と，を備える感光性エレメントであって，前記支持

フィルムのヘーズが０．０１〜１．５％であり，前記感光層が，（Ａ）カルボ

キシル基含有バインダーポリマーと，（Ｂ）分子内に重合可能なエチレン性不

飽和結合を有する光重合性化合物と，（Ｃ）光重合開始剤と，（Ｄ）密着性付

与剤と，を含有し，且つ，前記（Ｃ）光重合開始剤として２，４，５－トリア

リールイミダゾール二量体を含有し，前記（Ｄ）密着性付与剤として（ａ）脂

肪族カルボン酸化合物，及び／又は，分子内にカルボキシル基を２つ以上有す

るカルボン酸化合物を含有する」ことが引用発明２における必須の事項として

記載されており（請求項１，段落［００１９］等），当該記載に伴い，引用発

明２の具体例を示す実施例においては，このような必須事項を満たす感光性エ

レメントが用いられているに過ぎません（段落［０１５６］以降）。このよう
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な引用文献２では，上述の必須事項を満たす感光性エレメントを用いることが

前提とされていることから，引用発明２として，上述の必須事項を満たすこと

のない感光性エレメントを用いることについて記載も示唆もありません。そし

て，引用文献２を参照した当業者であれば，上述の必須事項を満たす感光性エ

レメントを用いることが通常であり，引用発明２の具体例を示す実施例におい

て効果が実証された感光性エレメントに代えて，上述の必須事項を満たすこと

のない感光性エレメントを用いることは当業者といえども困難です。」と主張

する。 

 しかしながら，前記(5)イで述べたとおりである。 

 

 引用文献２の【００１９】〜【００２２】に記載された「感光性エレメント」

の発明に替えて，引用文献２の請求項１を引用する請求項３に係る「感光性エ

レメント」の発明を引用発明としても，判断は同様である。 

 

(9) 小括 

 本件補正後発明は，引用文献２に記載された発明に基づいて，当業者が容易

に発明をすることができたものであるから，特許法２９条２項の規定により，

特許出願の際独立して特許を受けることができない。 

 

 ３ 補正の却下の決定のむすび 

 本件補正は，特許法１７条の２第６項において準用する同法１２６条７項の

規定に違反するので，同法１５９条１項の規定において読み替えて準用する同

法５３条１項の規定により却下すべきものである。 

 よって，前記［補正の却下の決定の結論］のとおり決定する。 

 

第３ 本願発明について 

 １ 本願発明 

 以上のとおり，本件補正は却下されたので，本件出願の請求項１に係る発明

（以下「本願発明」という。）は，前記「第２」［理由］１(1)に記載された事

項によって特定されるとおりのものである。 

 

２ 原査定の拒絶の理由 

 原査定の拒絶の理由は，本願発明は，その出願前に日本国内又は外国におい

て頒布された刊行物である引用文献２（特開２００９－１８６７８０号公報）

に記載された発明に基づいて，当業者が容易に発明をすることができたもので

あるから，特許法２９条２項の規定により特許を受けることができない，とい

う理由を含むものである。 

 

 ３ 引用文献の記載及び引用発明 

 引用文献２の記載及び引用発明は，前記「第２」［理由］２(1)及び(2)に記載

したとおりである。 

 

 ４ 対比及び判断 
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 本件補正後発明は，本願発明の範囲から一部の態様を除いたもの（前記「第

２」［理由］１(2)において下線を付した態様のものを除いてなる，いわゆる

「除くクレーム」形式で記載された発明）である。すなわち，本願発明と本件

補正後発明は，一部の態様が除かれている以外の点では同一である。また，本

件補正後発明は，前記「第２」［理由］２(3)〜(8)で述べたとおり，引用文献２

に記載された発明に基づいて当業者が容易に発明をすることができたものであ

る。 

 そうしてみると，本願発明も，引用文献２に記載された発明に基づいて当業

者が容易に発明をすることができたものである。 

 

第４ むすび 

 以上のとおり，本願発明は，特許法２９条２項の規定により特許を受けるこ

とができないから，他の請求項に係る発明について検討するまでもなく，本件

出願は拒絶されるべきものである。 

 

 よって，結論のとおり審決する。 

 

 

  令和３年７月９日 

 

審判長 特許庁審判官 里村 利光 

特許庁審判官 河原 正 

特許庁審判官 早川 貴之 

 

（行政事件訴訟法第４６条に基づく教示） 

 この審決に対する訴えは、この審決の謄本の送達があった日から３０日（附

加期間がある場合は、その日数を附加します。）以内に、特許庁長官を被告と

して、提起することができます。 
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